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Facial　Nerve　Response 　to 　Chemical　Stimulatien　 of 　the　Skin 　 of 　 the 　Newt ’

s　 Lower 　 Jaw．
SHu 董Tsu 　IIARADA　 AND 　 SAToRu 　 YAMAs 田 TA 　（B 重ological 　 Institute，　College　 of 　Liberal　Arts ，
Kageshirna　Un 三versity ，　Kagoshima 　89  ）

ABSTRACT 　Responses　o ‘the 　facial　nerve 　in　the 　new ヒ （CJ，nops ／）
）
，i・厂Stoga．ster ）to　stimula −

tion 　 of 　the 　skin 　 of 　the 　lower　jaw　by　 various 　chemical 　 solutions 　 werc 　recotded 　using 　an

integrator、　 Of 　 the 　 conventiona 】 four　taste　s巨muli 　NaC1
，
　HCI 　 and 　quinine 　hydrochloride

caused 　 marked 　 responses ，　but　sucrose 　did　 not 　produced 　ally 　 responses 　 even 　 at 　 l　M 　 con −

centration ．　 Approximate　 thrcsholds 　 were 　 O ．01　mM 　 fQr　 HCI　 and 　 O．】mM 　 for　 NaCI 　 and

quinine　hydrochloride．　 KCI 　 was 　 similar 　to　NaCl 　 in　the 　thresho ユd　and 　in　 rate 　 of 　increase
in　the 　 magnitude 　 of 　 res

｝
〕onse 　 with 　increasing　 concentration ，　 However ，　 the 　magnitude 　of

response 　 to　 NaC 蓋 was 　 s 】ight］y　greater　than 　that 　to　Kq 　 above 　O」 M ，　 The 　 Drder 　 of 　the

stlmulating 　effectiveness ・f　O．1　M 　 m ・ n ・ valent 　 salts 　 was 　 NH 、
C1 ≧ NaCl ≧ LiCl ≧ KC 【≧ RbCl

＞ CsCl 　 and 　 that 　 of 　O．03　M 　 div且 1ent　 salts 　 was 　BaCl2＞ Mg α 2 ＞ CaCI2≧ SrCl2．　 Thresholds
f・ ・ divalent・alt ・ w ・ ・e ・a 【her　l・ w 　 c・ mpared 　t。　NaCl 　 and 重h・ ・e ・p 。 nseg ．　 i繭 cated 　 a　 tendency

to　 either 　 saturate 　 or 　 decline　 at　 concentratlons 　 above 　O，03　M ．　 Temporal 　patterns 　of　 re ・

sponses 　to　diva】ent　 salts 　 were 　fair】y　 different　 flom　responses 電o 　monovalent 　 salts ．　On
the 　 skln 。f　 the　 1・ wer 　law，

　many 　lateral−llne ・ rgans 　were 　hist。 ［・gical［y ・bse・vecl
，
　but　 n ・

taste 　bud ．like　structures 　 were 　detected ，（Zool．　A，tag．87 ’ 19 −25 ，ノ978 丿

　水 棲脊椎動物 で あ る 魚 類，円 口 類，両 生 類 の な か

に は 体表面に 側線 器 を有す る もの が 多 い 。従 来，一

般 に ，こ れ らの 側線器 は 機械受容器 と見 な され て い

た が ，近 年 に な っ て 魚 類 の 遊 離側線 器 （孔 器） が 化

学的刺激 に 対 して 応答す る こ とが 電気生 理 学的 に 確

認 され ，側線器 の 化学受容器官と して の 可能性 が 示

唆され る よ うに な っ た （Katsuk ｛ and 　Hashimoto ，
1969 ； Katsuki　 et α1．，1969

，
1971）。

一
方，同様な

化学的刺激 に 対す る 応答は 両 生 類 （ア フ リ カ ツ メ ガ

エ ル
， ウ シ ガ エ ル の 幼 生 お よ び ネ ク ト ル ス ）の 側線

器 に つ い て も報告され ，魚類側線器応答 とは 若干異

な る 点 も指摘さ れ た （Onoda σ al ．，ユ970； Onoda
and 　Katsuki，1972； Yanagisawa 　et 認 ，，1974 ；

Nakagawa 　 et　al ．，　1974）。そ れ に よ る と，こ れ ら 両

生類 の 側線器は す で に 報告 さ れ た 魚類 の 側線 器 に 比

べ る と，化学受容器 と して は機能的｝こ 進 ん だ もの で ，

そ の 応答は
一

部味覚器 の 応答 と類似 す る傾向 を 示 す

とい う （柳沢，
1975 ）。
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　本実験 で は ，イ モ リを 用 い て 側線器 の 媾造 お よ び

化学受容 の 基本的姓質を 組織学的，電気生理 学的 に

動 らか に す る とともに，それ ら を こ れ まで に 報告さ

れ た 両 生 類 お よ び 魚類 に お け る 結果 と比較考察す る 。

材料および方法

　実 験 材料 と し て 体 重 3・5〜6．5 彗 の 雄 イ モ リ

〔Cynops 　f），yrrhogastei ’
）を使用 した 。 採集 した イ モ

リは 20 ± 2DC に 保 た れ た水道水 で 止水飼育 し，飼育

水 に
一
卜分馴化 させ た 後実験 に 使用 し た 。 実験材料 は

10％ ウ レ タ ン 約 O．5cc の 腹腔内 注 射に よ り麻酔 し，

顔側 面 を 切 開 して 下 顎 側 線器 を 支 配 す る 顔面 神経 の

分枝 を 周 囲 の 組織 か ら分離 し た 後，中枢側 を 切断 し

た 。

　取 り出 し た 神経束 は J 匐蹄 に よ っ て で きた くぼ み

D 中 で 銀
一塩 化銀電極 に 乗せ ，流動 パ ラ フ

ィ
ン 下 に

浸漬させ た 。 神経 イ ン パ ル ス は 交流増幅器 に よ っ て

増幅 した 後，積 分 回 路 （時 定数 O．3 秒）．（Beldler，
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1953） に 導き，そ の 波形 の 変化 を イ ン ク 書きオ ヅ シ

ロ グ ラ フ （日本 光電 PMP − 3004） に 描 記 し た。同

時 に ，イ ン パ ル ス 放電 の 変化を陰極線 オ ッ
シ Pt ス コ

ープ （日本 光 電 VC − 7A ）に よ り常時 モ ニ タ ーした 。

刺 激 の 際積分 回 路 を 通 して 得 られ る 波 形 の 最大値 を

応答 の 大 き さ の 尺度 と し た 。

　刺 激 に あ た っ て は ， 刺激液 お よび 洗浄液が常 に
一

定 の 速度 4〜6ml ！min で イ モ リ の 下顎皮膚表面 に

一
様 に 広 が る よ うに 工 夫 した 。 刺激時閭 は 10秒間，

刺激間隔 は 4 〜5分 と し，刺激前 30秒 まで 蒸留水 で

洗浄 を統け た 。 刺 激 に 用 い た 薬晶 は 四基本味刺激液

と して ，HCI ，　 NaCl ，薦糖，塩酸 キ ニ
ー

ネ （以下単

に キ ニ ーネ とす る ），1価 塩 溶液 5 種 （N 取 Cl，　LiCl，

KCI
，
　RbCl

，
　CsCI），2 仙塩溶液 4 種 （MgC12 ，

　CaCl2，
SrC ］m 　BaC12 ），を用 い

，
　 O．1　M 　NaCl を 適 宜 コ ン ト

ロ ール と し て 使用 し た。

　下顎皮膚面に 分布する受容器 に つ い て は ， 下顎全

体 を プ ア ン 氏液で 固定 し ，
10ptm パ ラ フ

ィ
ソ 連続 切

片を作成 して プ ロ テ イ ン 銀染色する 方法 で 光学顕微

鏡 に よ る観察 を 行 っ た 。

　本実験 は 終始室温 20± 2° C の 条件下 で 行 い ，刺 激

液 の 温度 は 室温 と同 温 と した 。

結 果

1） 側線器 の 分布と構造

　イ モ リ下顎皮膚面をO．03％ ア ニ リ ソ ブル ー溶液に

24時 間浸 した の ち 実体顕微鏡 で観察する と，側線器

は 開 口 部 が 青色 に 染 ま る の で 容易 に 識別 で ぎ る。側

線器 は 上 顎縁 に ほ ぼ 平行 な 馬蹄形状 の 3 列 に 並び，

下顎 先端 に い くに 従 っ て 列 の 間 隔 が せ ば ま り， 先端

で は 密 に 分布 して い る。

　 こ れ ら の 側線器 は 縦断 切片に よ っ て観察す る と ，

次の よ う な特徴を 示 す。

　 Fig ．1A は 大型 の 遊離側線器 で 感覚細胞 の 該 は 大

きく ， 円形を して い て ， 細長く不 規則 な 形を し た 支

持細胞 の 核 か ら 離れ て 2 層 とな り，遊離側線器特有

の 特徴 を示 して い る。Fig ．1B は 前者 に 比べ やや小

型 で あ る が ，感覚細胞 と支持細胞 の 核 の 形状 と 2 層

性 が 大 型 の もの と類似 す る事 か ら こ れ も［司種 の 遊離

側線器 で あ る と考 え られ る。Fig ．　IC は イ モ リ舌 に

見 られ る 味蕾 で ，感覚細胞 と支持細胞 の 差 が 明僚 で

は な く，両者 を 区別 す る こ とが 困難 で ある な ど，前

記 の 側線器 とは 構造的 に か な り異な る 。 更 に，大型

と小型 の 側線器 は 共 に 感覚細胞 の 細胞質 の 遊離側 が

一様に 濃染す る の に 対 して ，味蕾 で は 感覚細胞 の 遊

離側の 細胞質に ， 周 囲 とは や や 色 調 の 異 な る 銀好性

Fig．1．（A ）Large　type 　and （B）smail 　 type　 of

　　　　 latera！−］ine　organs 　ol ）　the 　skin 　cf 　the

　　　　 lQwer　jaw　of 　 a　 newt ．（C ）Atuste 　bud

　　　　 on 　the 　tQngue 　of 　a　newt ．　 Si！ver 　stalned

（　　　　　　　 sectlons ．
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の 顆 粒 状 の 物質 が 多数 存在 す る の が 認 め ら れ た 。 こ

の よ うな味蕾様構造 は 下顎皮膚面 で は 全 く認 め られ

な か っ た。

　連続切片 に お い て ，下顎 皮 膚面 に 分 布す る 鯛線 器

の 直 痊 を 測 定 し， ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 した も の を

Fig．2 に 示 す 。 図か ら，観 察 され た 36個 の 剛線器
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Fig ，2．　 Histogram 　 of 　diameters　 ol　 lateral−line

　　　　 ・ rgans 　 as ［neasur 已 d　 from 　 serial 　 sec ・

　　　　tiOnE　 made 　 thrOughOUt 　 the 　 regi   n 　 Of

　　　　the 　l・ wer 　jaw 。 f　 a　 ne ・vt ，

は ，直径 80
μ

m 前後 の 比較的小型 の もの と，直 径

ユ80
μ
m 前後 の 大 型 の もの とに 分 か れ た 。

2）　 自発性放電 と側線 器 の
一般 的性 質

　第 7脳 神経 の
一
ド顎枝 か ら記録 され る 自ft　ti放電 の

頻度 は ， 下 顎 全 体が 充分水分 を 含 む状態 で は 極 め て

低 く，
．
神経束全体か ら記録 し て い る に もか か お ら ず

平均毎秒 14 ，5 ± 6，2 個 （n ＝5） で あ っ た 。 しか し，

皮膚面 の 含水 量 が減る と 頻度は 増加 し，また 嘛酔が

浅 くな っ て も同様 な傾向を示 し た 。 剔出 し た 神経 と

同側 の 皮膚面 に あ る 1 個 の 躑1線器を ナ イ 卩 ン 毛で 軽

＜接 触 刺激す る と イ ソ ・ ル ス の 放 電 頻度 は 増 加 した。

こ の よ うな触応答 は ，刺激液 の 流速 で は 惹起 され な

い 程度 の もの で あ っ た 。下顎皮 膚面 に 水道水 を か け

る と イ ソ バ ル ス の 放電頻度は 増加 した が ，蒸留水 に

対 し て は 殆 ん ど応 答 を 示 さ な か っ た。と こ ろ が ，
0．IM 食塩溶液を極 く少量 ナ イ ロ ン 毛 の 先端 に 滴状

に 付着 させ ，1 個 の 倶1線 器 の 開 口 部 に 触れ させ る と，
触応答 とは 異 な る や や 持続 的 な応答 が 得 られ た 。 ま

た ，

一
魑の 側線器上 と そ れ 以外の 皮膚面上 に 刺激電

極 を 軽 く接触 させ て 1QOmV
，

ユOOmsec の 矩形 波 電

気刺激 （出力 イ ノ ピ ーダ γ ス 8DOΩ 以下）を 行 う と，

側線器 上 の 電極 が 陽極 の 揚合 に は 刺激開 始 直綬 に ス

パ イ ク 放電 頻度 は 増加 し，陰極 の 場合 に は 刺激時 に

は 増 加 せ ず，終 了 直後に 増 加 した。ま た ，蒸留水 の

温度 を 皮膚温 よ り ± 10
°
C 変化 さ せ て 下顎皮膚 面 全

体を 刺激す る と，イ ノ ハル ス 放電 の 頻度 は わ ず か に

増 加 し た が，± 5°C の 変 化 で は 頻 度 に 変化 は 認 め ら

れ な か っ た 。

　 こ の よ うな，機 甑的，化学 的並 び に 電気的 な 刺激

に 対 して応答 を 示 した 側 線器 は い ずれ も 3列 の 側線

器 の うち の 内側 の 2 列 で ，最外側の 1 列 か らは 応答

は 得 られ な か っ た 。 な お ，こ の 1 列 は 別 の 第 7脳 神

経分枝に よ b支配 さ れ て お り，そ の 分枝 か ら記 録 し，

支配 され る側線器 に 一ヒ記の よ うな 刺激 を 行 うと同様

な応答が得 られ る 。従 っ て ，こ れ らの 側線器 は 支配

す る 神経 の 分枝 が 異 な る だ け で 機能的 に は 類似 し て

い る 可 能 性 が あ る 。 本 実験 で は 内側 の 2列 の 側線器

に つ い て の み 詳 細 に 検 索 し た 。

3）　四 基 本味刺激液に 対す る 応答

　 い わ ゆ る四 基 本味刺激液に 対 して 下顎皮膚
’
面 の 側

線器 が どの よ うな応答 を 示すか を 調 べ た。刺激液と

し て 10r1M 　NaCl ，10
−zN

　HCI
，
3x10

−
tM

蔗糖，
10一呈M キ ニ ーネ を 用 い た 。 各刺激液 に 対す る 応答順

は， 5 例 の 平均値 で NaCl ＞ HC ］〉キ ニ ーネ 〉蔗糖

の 順 で あ っ た が，蔗塘 と蒸留水 に 対す る 応答 との 間

一

10
−tM　N αCl

一

lO
−3M 　HCI

・−1・9 ．．．．一．．．
　一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

3xlO
冒lM　sucro5 ¢ 　10

−2M 　Quinine

．’N．．．一．k−．．一．．．．
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 10sec
　 　 D．W

Fjg，3．　 Integrated　 responses 　 of 　 t｝1e 　 newt 　 facial　 nerve 　 to　 the 　 stimuiatiDn 　 of 　 the 　 skill 　 of 　 the

　　　　1  wer 　jaw　 with 　 the 　 foし龜r　 conventional 　 taste 　 stimuli 　 and 　distilled　water ，　 Horizontal 　bars

　 　 　 　 Under 　eaCh 　traC ¢ 　indiCate　the 　dUratiOn 　Qf 　 StiHl しllUS 、
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に は 差 が な か ．
っ た 。 これ らの 応答 パ タ

ー
ン の 1 例 を

Fig ，3 に 示 す 。 図で 明 らか な よ うに ，　 NaC ］，　HCI ，

キ ニ ーネ で は い ず れ も刺激 開 始 と同時 に 応答 量 は 急

激 に 増 加 す る が，刺 激 開 始 後 5 秒 ま で に は す で に 最

大値の
t
！・2以 下 に 減少 して い る 。

こ の よ うに ， 応答量

は 刺激開始直後に 最大 値 を 示 した 後
一

過性に 減少 L

た が ，高濃度の NaCl に 対す る応答は 初期の 極大 値

を 経 た後あ る
一・
定 の レ ベ ル に 維持 され る 傾向，すな

わ ち tDnic 応答 を 示 した 。 また ，　 HCI，キ ー＝一．一ネ で

著 明 な，NaCl で 微小 な洗浄時応答が 見 られ た が ，
こ の 応答 に つ い て は 別 の 報文で 詳述す る。

　NaCl とキ ニーネ に 対 す る 応 答 は ，そ れ ぞれ

1〔1−4M
付 近 で 堤わ れ ，濃度の 増 加 に 伴い ，その 対

数 に 対 し て や や 直線約 に 増 加 した が ，キ ＝
一

ネ に 対

す る応答は 10‘2M で 飽和応答 に 近 づ く傾向を 示 し

た，IICI に 対す る 閾値 は 10SN 付
．
近 に あ り，応答

は 10
−
3N

で 最大値 に 達 し，そ れ 以 上 の 濃度 で は 逆

に 減 少 した。特 に IO−2N で は 洗浄を 続 け て も刺激

後 もとの 自発 姓放電 の レ ベ yL・まで 回 復 せ ず，そ の 後

の NaC ） の 応 答 （：・ ン ト 卩
一ル 応答）値 が 減少 し

た。蔗糖は 全 濃度に わ た っ て 明瞭
．
な応

．
答を 示 さ な か

っ た。

4）　 1 価瑜 に 対す る応答

　場 イ オ ノ の 刺激効果を調 べ る 月的 で ，｛i種 の 塩類

溶 1夜 （LiCI，　NaCI ，　KCI，　RbCI ，　CsCL，　NH4Cl ）を

用 い て 刺激 を 行 っ た 。 そ れ ぞiしの 応答 パ タ
ー

ア の 1

k
LiCi NoC ［

きL k N IL
KCl RbCl CsCl NH4Cl10StC

Fig．4．　王ntegrated 　 responyes 　 of 　 the　 ncwt 　 fa⊂三al　 nerve 　重o 　the 　 stinivlation 　Gf 　the 　skin 　o 「　the

　　　　bwer 　 law　 with ・
・arious 　 m 。n 。val ∈［・t　 salts 　 cf 　O．三M ．　 Holiz 。 ntal 　 burs　 indica電e　 tbe 　 dura ．

　 　 　 　tion 　 of 　 stinlu ［us ，

例 を Fig 、4 に 示 す。い ずれ も前述の Ni．　Cl に 対す

る 応答 の 時聞 経 過 と類 似 し て い る 。 　 1｛〕
−
IM

の 書 塩

類溶液 に 対す る応答の 大 きさ の 順序 は Kendal 亅の

一
致 係数 （W ）（Siegei，19　5E5）を 用 い る と，　 N 卜｛，Cl

＞ NaC1 ＞ LiCl ＞ KC1 ＞ RbCl ＞ CsCl （W ； 、792，　p

〈 0 ，〔〕1
，

n ＝5） とな っ た が，隣 り合 う 2 者 の 間 で 各

例 毎 の 差 の 検定 を 行 うと，RhCl ＞ CsCl （pく 0．05）

を 除 い て 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ． し か し

NH
，
Cl と LiCl

，
　RbC1

，
　CsC ］ との 間 で は P く0．05，

NH4Cl ，　 LiCl，　KCI ，　RbCl の それぞれ と CsCl の

間 で は p く 0．D5 で 有 意差 が 認 め られ た 。　 NaC 」 と

KCI に っ い て は 史に 濃度を変え て 調べ た 結 果，両

応答 と も閥値 は 皿
一
4M

付近 で 、濃度の 増加 に 伴 っ

て そ の 対 数に 対 して 直線的 に 増 加 し，両者の 間 に は

ほ とん ど差 は 認 め られ な か っ た 。 た だ し，10一聰M 以

上 で 多少 NaCl ＞ KCI の 傾 向が 見 られ た。
5）　 2 価塩 に 対す る 応答

　 2 勉塩 に つ い て は，MgC12 ，　CuCl ，，　SrC ］9，　BaC ］
！

の 4 種 を 用 い た。そ の 典型的 な．応答バ タ
ー

ン を Fig，
5 に ホ す。 図 で ， NaCl に 対 す る 応 答 で み ら れ た

tonic な 成 分は SrCl2以外 の 3種 に 対 す る 応 答 で ば

ほ とん ど認 め られ な い か ，あ る い は 極 め て 小 さ い 。

止」 L
　　　　MgCl

・ 　 　 C・ C［
、 　 　 5 ・C ［2 　 　 B 。 Ct2 　 1・

−1MN
。C ・

10sec

Fig．5．　【ntegrate ｛］ responses 　 of 量トe　 newt 　 facial　 nerve 　lo 　lhe 　stimula 重ion 　of 　the 　skin 　of 　t］le

　　　　lowcr　law　with 　four　diva 【en 匡 salts 　of 　O．03　M 　and 　NaC 】，　Each　horizontal　bTtr　［ndic ：／亡巨 s

　 　 　 　 thc 　duratiVll　of 　stl 【n しLtus ．
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Fig ．6　Rclative 　magnitude 　 of 　 Iesponses 　of 　the
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ま た，MgC ］2，　CaC12 お よ び S 【C12刺激 で は 銑浄直

後に 著 明 な 応答 が み られ た が ，BaC12 で は 全 くみ ら

れ なか っ た 。BaCl2 お よ び CaC ］2 に 対 す る濃度
一

応 答 曲 線 を NaCl に 対 す る そ れ と比較 し た の が

Fig．6 で ある c　 BaC ］t，　CaCl ， と も に 閾値 は 3 ×

10−sM 付 近 に あ り ， 応答は そ れぞれ 3× 10
−3M

ま

で 濃度 の 対数 に 対 して 直線的 に 増加 し，そ の 後 増加

ば 鈍化 しな が ら飽和応答 に 達す る 。 更 に 3 × 10−2M

以上 で は CaCl2 に 対す る 応答 は 漸減す る。 こ れ ら

の 濃度
一

応答曲線は い ずれ も i　 aCl に 対す る それ と

は か な り異 っ て い る。 ま た ， 3xlO
−
2M

以 上 の

BaC 』 お よび CaC 】2 の 刺激に よ っ て その 後の 刺激

液 に 対す る 応答 は抑制 され，抑制効果 の 維持 され る

時間は 濃度 に 依存 して い た 。 た と えば ，1MCaCl2

の 刺激後で は 抑制効 果 の 回 復 に 約 10 分 を 要 し，

10
’「1M

　 Ba　Cl　，， で は 3D〜60 分澗 もの 問その 効果 が 持

続 した。

　 4 種 の 2 価塩 （い ず れ も 3x10 ‘ZM
）の 刺激 効果の

順序 は ，BaC12 ＞ MgC12 ＞ CaC12＞ SrClz（W ＝ 0．625，

p ＜ 0，05，n ＝6）で あ っ た。　 BaClz と残 りの 3 者 の 問

お よ び MgC 】2 と CaClz の 間 に は そ れぞれ P ＜ 0、05

で 有意 の 差 が 認 め ら れ た が， SrClz と MgC ］，，

CaC 』 と の 閭 に は有意 の 差 は 認 め られなか っ た 。

考 察

　イ モ リの 生体観察 に よ っ て ，下顎皮膚面 に 分布す

る側線器 は 下顎縁 に 沿 っ て 1 例 に 並ぶ もの とそ の 内

側 に 2 列 に な っ て い る もの と に 分 か れ る こ とが わか

っ た。こ の よ うな 分布形態は Kingsbur ＞
・
（1905）に

よ っ て イ t り類 の
一

種 （Die〃Cl　rt．／・1　us 　T
・iri　descens）

の 下 顎皮膚面 て観 察 され た 側線器 の 分布形態と極 め

て 類似 し て い る 。
Kingsbury は 下 顎 縁 に 沿 っ て 並

ぶ もの を oral 　 line，そ の 内側 に 2 列 に 並 ぶ もの を

gular　 lines と し て 区別 し て い る。　ま た ，同種 お よ

び ネ ク r ル ス （iX
「
edul

’
us 　matututus ）に み られ る 側

線器 の 受容器細胞 と支持細胞 の 形 態 や 配置 もイ モ リ

の 場合 と極 め て 類 似 して い る 。 側線器 に 特有 な 毛様

突起 や ク ブ ラ は ， 作成 した 組織切片 か ら は 確認 で き

な か っ た。そ の 理 由 は お もに ，毛様突起 は 構造が 微

細 な 二 と，ク プ ラ は 固定や 脱水 の 過程 で 極 め て 破損

し易 い こ と （Fl。 ck ，1967）に よ る と考えられ る 。

　本実験 で イ ン パ ル ス の 誘導 を 行 っ た神経束 は 脳 全

体 を露 出 し て 第 7 脳 神 経 て あ る こ とを 確 認 し た。更

に ，実体 顕 微鏡 下 で 側 線器 に 直接機械的，化 学的 お

よ び 電 気 的刺激 を 与 え る こ とに よ っ て ，用 い た 神経

束は Kingsbur 》 （1905）の い う gu ］ar 　］incs に 相 当

す る 内側 の 2 列 の 側線器 を支配 して い る こ と を 確 か

め た 。 また ， 下顎部 に 分布す る 側線器 に 第 7 脳神経

の
．
F顎枝が神経支配 して い る こ とは他 の 両生類 で も

共 通 して い る （Klngsbury ，
1905； Herrick

，
1930）。

こ れ らの こ とか ら，本実験 で 得 られ た 化学的刺激 に

対す る 応答 は 第 7 脳 神経 に よ っ て 支配 さ れ る 受容器

（恐 らく側線 器 ）に 由 来 す る もの で あ る と 考 え られ

る 。し か し な が ら 応答す る 受容器 の 種類 が 珂重か ，

あ る い は 2 種 な い しは そ れ以上 か に つ い て は 本実験

の 結 果 か らは 何 も推論 で きな い 。

　 い わ ゆ る 四 基 本 味 刺激液 で イ モ リ の 下顎部 を刺 激

した 結果，蔗糖を除 く 3 種 は 刺激効果 の あ る こ とが

わ か っ た 。 両生類 の 側線器 が NaCl に 対 して 応答す

る こ と に つ い て ば，ア フ リカ ツ メ ガ エ ル ，ウ シ ガ エ

ル の 幼 生 お よ び ネ ク トル ス で す で に 報告 され て い る

（Onodat　 c
’t　 ai ．，1970，　 Yanagisawa 　 et 　 at ．，1974 ；

Nakagawa 　 et　cd ．，1974）。 　しか しな が らキ ニ ーネ お

よひ HCI に 対 し て 側線 器 が 応答 した と い う報告は

な い 。た だ ，ナ マ ズ の 体側 の 側線神経 で ヤ ニー
ネ に

よ く応答す る ユ ニ
ッ

トが 報告 され て い る が，ナ マ ズ

の 体表 に は 多数 の 味 蕾 が 分布 して い る こ とか ら キ ＝・

一
ネ に 対す る 応 答 は 味 蕾 の 応答 で あ る可 能性 が 強 い

（Katsuki 　 et 　a ム，1971）。イ モ リの 下顎皮 膚面 に も味

蕾か 分 布 し て い る 可能性 が 考 え られ る が，本実験 で ，

口 腔内 の 味蕾構造 と も比 較し なが ら下顎全域 の 連続

切片 に つ い て 観察 した 限 ウで は ，味蕾様 の 構 造 は 認

め られ な か っ た。 し た が っ て ，木 実験 で 得 られ た 応

答は 側線器 の 応答 で あ る と 推論 さ れ る。側線器 に 対

して 蔗糖 が 刺激効果 を 示 す と い う報告 は 今 ま で の と

こ ろ全 くない 。

●
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　 本実験 で 刺激効果 の 比較 に 用 い た 1価塩 （O．1M ）

の 応答は ，塩 の 種類 に 関係な く，刺激開始直後に 最

高値を 示 し，その 後，初 め の うち は 急激 に ，や が て

ゆ っ く り と減少す る とい うパ タ ー
ン を 示 した ．こ の

よ うな 応答 パ タ
ー

ン は ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル の 単
一

飼

線 神 経 繊 維 で 得 られ た 結果 と極 め て 類似 して い る

（OnQda 　et　 a ／．．1970）。 　また， イ モ リ で は NH
，
Cl

に 対 す る 応答が 極め て 顕著 で あ っ た。同 様 な 結果は

ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル や ウ シ ガ エ ル 幼生 で も報告 され

て い る （柳沢 ほ か 、1972）。　 こ れ らの 動物 が い ず れ

も底棲型 で 食肉性 で ある こ とか ら， NH
，
Cl に 対す

る高感受性 と索餌行動 との 間 に は 何 らか の 関 緜が あ

る の か も しれ な い 。

　 KCt と NaCl に 対 す る応答 の 大ぎさは 濃度 の 対

数 に 比例 し て 直線的 に 増加 し，両 者 の 濃度
一

応答曲

線は よ く
一

致 した 。こ れ は ，NakagaWit　et　at ．（1974）
に よる ウ シ ガ エ ル 幼 生 の 結果 と類似す る。本 実験 で

は KGI と NaCl に 対す る 濃度が 10噂 M 付近 に あ

る の に 対 し て ，ウ シ カ
．1
エ ル で は IO

−2M
前 俵に あ り，

閾値に か な りの 差異 が あ る。こ れ に 対 し て ア フ リ カ

ッ メ ガ ニ ル の 側線器 で は
1
／LsM あ る い は

ユ1isMの

NaC ］ に よ る 刺 激 で 自発性放電 の 抑制が 生 じ，　 i
！，N｛

以上 の 刺激 に よ っ て は じめ て イ ン パ ル ス 放電 の 頻度

は 自発 性放電 の レ ベ ル 以上 に 増 加 す る 。 し か し，
KCI に 対 す る 応答で は 自発性放電 の 抑制 は 全 くみ

られ ず NaCt お よ び KCI に 対す る濃度応 答 曲線は

著 し く異な・
⊃ て い る （Onoda 　et　a1 ．，1970＞o

　NaCl や KCI に 対す る 応答 が 濃度の 対数 に 比 例

し て 直線 的 に 増 加 し た の に 対 し，CaC ］2 お よ び

BaCl
， 刺激で ば 濃度 が 高 ま るに つ れ て 応 答 は 飽和 し，

とくに CaCl
， 刺激 で は 高濃度 で か え っ て 減 少 した 。

C …Cl・ に 対 す る こ の よ うな応 答 性 は カ エ ル の 舌で 見

られ る もの と類似 し て い る （Yamashita，1963；No ．

mura 　and 　lshizaki，ユ972）。一
方，ア フ リ カ ツ メ ガ

エ ル や ウ シ ガ エ ル 幼 生 の 側線 器 も C・aCle に 対 して

応答を 示 すが ，上 記 の よ うな高濃度 で の 応答 の 滅 少

は 報告 さ れ て い な い 。CaC 】2 に 対す る 閾
．
値は ア フ リ

カ ツ メ ガ エ ル で 10
−
3M

付近，ウ シ ガ エ ル 幼 生 で

10一引M 付近 に あ る の に 対 し （Onocla　 and 　Katsuki ，
1972； Nakagawa 　 et　al ．，1974 ｝， イ モ リ で は 3x
ユD−sM で あ っ た．こ の よ う に 両 生 類 の 側 線 器 は

CaCle 　｝こ対 し て か な りの 感受性 を示 す が，一
般 に 魚

類 の 側線器 に お い て は ，CaCi2は 抑制的 に の み 慟 く

（Katsuki 　and 　Hashimoto，1969 ； Katsuki　et　a ／、，
1969，／971）。 した が っ て 側線器 の CaC12 応 答は 顕

著 な 種属差を表 わ して い る と言 え よ う。
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